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HOME PERSONAL COMPUTER 




コ ン ビュー タ 用語に 自信の ない 人、 
M マガ を 読み 始めた ばかりで、 内容 
が チン ブン カン ブンな 人、 付録の 
r MSX 豆 辞典」 が、 キミた ちの 強〜 
い 味方に なって くれる。 S 月 号 は、 
ビギナー 用に いわゆる 初歩 的な 用語、 

10 月 号で は、 ミュージック からお 絵 
描き、 ニューメディアまで、 初めて 
聞く ような 用語 も 解説。 これが わか 
れば、 初級 はまず まず 合格 だね。 



秦旧 M 社き アクセス 



國旧 M 社 

アメリカの コンピュータ 'メ 一力一。 旧 M(lntemational Bu- 
siness Machine) と いう 社名が 示す よ う に、 世界の コンピュータ 
の 約 60 パ一 セン 卜の シェア を 占める 最大 手 だ。 大型 コンビ ュ一 
夕 力 ； 販売の 中心 だつ た 力、'、 最近 才 フィス コンピュー^ や パー ソ 
ナル コンピュータの 分野に も 進出して きた。 マルチ ステ一 ショ 
ン 5550 や I B M-PC な どが、 そ の 販売^ ffl& の 中心 となって いる。 

國 アクセス 

もともと は 「舰 する」 という 意味。 コンピュータの 場合、 
プログラム や データな ど を 目的の 場所 （たとえば メモリ とか デ 
イス ク） に 書き込み、 あるいは そこから 読み出し している; tt 態 
のこと をい う。 「ディスク を アクセス する」 といえば、 ディスク 
に 何 か を 害き 込む か、 読み出す という ことになる。 



翻^ 



•ASCII 配列 • アプリケーション ソフ ト 



■ASCII 配列 

ASCII は 1 " American Standard Code for Information Inter- 
change (情報 交換 用 米国 標準 コ ― ド)」 の 略。 この 規格で 定め ら 
れ ている キー ボー ド 配列が ASCII 配列。 タイプライター などの 
キ 一ボー ドは ほとんど このま 見 格に 基づいて いる。 これに カナな 
ど を 加えて 配列 し たのが」 I S 配列 だ。 M S X の 英数 記号 は ASCII 
配列に よる。 

キー ボー ド上、 ； t_h に 並ぶ キーの 順から 1 " QWE R T Y (クヮ 
アーティ） 配列」 という ニックネームが ある。 




■ アプリ^" シ ヨン ソフ卜 

アプリケーション というの は 「応用」 という 意味。 コンビ ユー 
タ を 各種の 作業に 応 用す るた めの ソフ 卜 ウェアの こと をい う。 
多 く は 会計 処理 や 顧客 管理、 書類 作成な ど 事務 処理の ための ソ 
フ トウ エア だ 力、'、 グラフィック ツール や 音楽 関係の プログラム 
など も、 むろん アプリケーション ソフ トに 含まれる。 



肇 アプリケーション ソフ ト攀 アナログ 



近年、 パーソナル コンピュータの 普及に 併って、 汎用 的な ァ 
プリ ケーシ ヨン ソフ トを、 ノ、' ッケ一 ジ 化して 販売す る ケースが 
増えて きている。 これら は パッケージ ソフ ト と 呼ばれて おり、 
上 匕較的 安価な うえ、 使い方に よって はかなり 高度な こと 力、' 可能 
なた め、 市場で は 人気が 高い。 二れ に対して、 ひとりひとりの 
ユーザーの 希望に あわせて 作る アプリケーション ソフ トを、 力 
ス タム ソフ 卜と 呼んだり もす る。 

アプリケーション ソフ ト と 呼んだ 場合 は、 プログラム のみで 
な く 、 その プロ グラム 専用の プリ ンタ 用, 紙 や 入力 用の コ一 ディ 

ングシ 一 ト まて めた も 
のと 考えた ほうがよ い。 
プログラム のみ を さす 場 
合に は アプリケーション 
プログラムと 呼ぶ。 これ 
に対して コンピュータ シ 
ス テム 運用の ための ユー 
ティ リ ティ プログラムが 
ある。 

«it 扉が で s る „ ま 女 ウー プロに なる。 

!S3 八' ソ カル ク 

16K -2K » —ム ソ: /，fion.P»Ot«l>800 

钿 東海 ク リ エイ トカ、 

-- ら 発売の 『ハ 'ソ カル 
一 ク J も その ひとつ だ。 




國 アナログ 

デジタルが I か か、 N 力、 F F かの どちら か 一方し かと 
ら なかった のに 対し、 中間 値 をと り 得る ものが アナログ。 時刻 



» アナ 口 グ • ァ ッ プル 社攀ィ ン ターフェ イス 



が 数字で 表示され るデ 
ジ タル 時計に 対し、 長 
針 や 短針の 角度で 決定 
される ものが アナログ 
時計。 二の 操 ゆ 少な ニュ 
'アンスの 違いが わかる 
かな。 




國 アップル 社 

ァメ リカの コンピュータ • メーカー。 およそ 10 年 前に 発売 さ 

れた 同社の アップル II は、 多少の マ イナ一 チェンジ は 加えられた 
ものの、 今な お パーソナル • コンピュータの ス タンダー ド にな 
つてい る。 □ ール プレイン グゃ シミュレーション ゲームな どが 
パソコンで 動く ようにな つたの も、 この アップル II が 最初 だと 
いってよ い。 アメリカ だけでなく、 全世界に たくさんの アップ 
ル 信者 を 持って いる。 

國 インターフェイス 

コンピュータと 各 周辺 装置 （ディスク、 データ レコーダ、 プ 
リ ンタ など） をつな ぐ ■( 言 号の 通路 やその 信号 を 制御す る 回路の 

こと。 

データ レ ユー ダと コンピュータ の i 言 号の や り と り を 制御す る 
のが カセッ ト インタ一 フェイス、 ディスクの に は ディスク 
インタ一 フェイス、 プリ ンタの 場合に は プリ ン タイン ターフェ 



參 インターフェイス 攀 EDIT キー 



イスな どと、 それぞれ 名前 力 H 寸 けられ ている。 

MS X マシンの 場合、 これらの インタ一 フェイスが 同じ 仕様 
で 作って あるた め、 A 社の コンピュータに B 社の プリンタ、 B 
社の コ ン ピュ一 タに C 社の ディ スク というよう な 接続 をしても 
問題な く 動作す る ことにな つてい る。 



■EDIT キー 

プログラム を 入力す る とき や、 修正す る と き に: S3t つのが こ 
れ。 カーソルから 右の 文字 を ひとつ 消したり する （デリ一 トキ 
一）、 新しい 文字 を揷 入したり する （イン サ一 トキ 一） 、カーソル 
を M®:t_h に B 舜 時に し て 移動 させる （ホーム キー） な どで あ る 。 
「EDIT」 というの は、 「編集」 という 意味で、 この キ一 を 自由 
に 使う ことによって、 プログラムの 打ち方 も 楽になる。 



入 4SS 

f ノほ イス 

NT ンタ I 



CPU 
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'EDIT キ―參 MSX-ENGINE'T7775，MSX-System'S3527 




會 ユーザ一 に は、 見す 貫れ た キーボード である。 



■MSX-ENGINET7775, 

MSX-System-S3527 

MSX-ENGINE (以下 T7775 と 略） は、 Z-80、 8255、 VDP 力く I つ 
の フラッ 卜 パッケージに まとめた VLSI である。 T7775 に は、 P 
S G は 含まれて いない。 二の ように I つの パッケージに まと 




I NE • 7775。 
小さくて 大きな 力。 



WISX-ENGINE'Tm5,MSX-System'S3527 參 I ラ— メッセージ 




镅 もう ひとつの 大 
きな パワー、 S35 
27 である。 

める ことによって、 MSX の 製造 コスト か "F がる ことに もつな がる。 
回路 fgf 十が 簡単に なれば、 MS X も 今よ り コンノ ひ 卜になる はず。 
MSX- System (以下 S3527 と 略) は 8255、 VDP、 PSG 力 りつの フ 
ラッ ト パッケージに まとめられ ている。 S 3527 に は、 Z- 80 は 含 
まれて いない。 S 3527 は 日本 楽器 製造が、 丁 7775 は 東芝が 製造 
している。 開発 は、 アスキー。 



I エラーメッセージ 



文法的な 誤り、 変数の 指定 違い、 による 除算な ど、 コンビ 
ュ一 タカ、' 受け付けられない 命令 を 受ける と、 その 命令の 実行 を 
停止し、 二の 種の メッ 
セージ を 出力す る。 メ 
ッ セージ 内容 は 間違い 
の 種類に よって 異なる。 

M S X の 場合、 プロ 
グラム 実行中に は 実 4ラ 
を 停止した 行 番号と と 
もに、 この メッセージ 
が 出力され る。 
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•LSI 拳 オフコン 



■ LSI 

お 見ネ 自責 回路の こと。 個々 の 半導体 素子 を i つの シ リコ ン 
基板に^ I した もの を I C(lntegrated Circuit) といい、 この 素 
子 数 力 《1000 個 UJz の もの を ふつう L S I (Large Scalellc) と 呼 
ぶ。 M S X にィ まわれて いる C P U や P P I 、 P S G などの L S 
I に は、 小さな タト 形の 中に こんなに たく さんの 半導体が つまつ 
ている わけ だ。 この LS I のお かげで、 MSX などの 小さな コ 
ンピュ 一タカ 吖 乍ら れ るよう になった といっても いい。 さらに 技 
術 は どん どん 進んで いるので^ f 度の 高い もの も 開発 さ れ、 100 
万 個 iU_L の 素子 カ^ ^貴 さ れる 二と も 可能に な つてい る。 このよ 
うな L S I を 特に V し S I と 呼 J;。 

國 オフコン 



オフィス コンピュータ の 略。 会社の 事務 処 i 里 や 会 言 十な どに 使 
用され ている コンピュータ を オフコンと 呼ぶ。 




食 大型 コンピュータ を徵 里す るの は 大変で ある。 
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肇 オフコン 肇 音響 力 ブラ 



コ ン ピュー タは その J 見 摸で、 メイン フ レームと 呼ばれる 大型 
機、 ミニコンピュータ （ミニコン） と 呼ばれる 中、 'j 溼機、 マイ 

クロ コンピュータ （マイコン） と 呼ばれる 超' Jv^ 機に 射 頁され る。 

オフコン という の は その 用途から つけ られた 名称で、 こ れに対 
して ィ固 人的な レベルで ィ吏 用され る コ ン ピュー 夕 をパソ コ ン、 つ 
ま り ' 、'一 ソナル コンピュータと 呼ぶ わ けだ。 

オフコンと して 使用され るの は ミニコン クラスの コンビ ュ一 
タが もっとも 一般的 だが、 最近 は マイコン クラスの もの も 使わ 
れ 始めて いる。 

國 音響 力 ブラ 

音響 カプラ は、 RS-232C を 使って コンピュータ 同士の 通信 を 
1 亍 うため の 周辺機器 である。 音響 力 ブラ は、 家庭の どこに でも 

ある 電話 を 使う こ と がで き る。 音響 力 プラ に 電話の 受言 at の マ 

イク 口 フォンと スピーカ 部 をセッ ト し、 パソコン 力、 ら RS-232C 
の 信号 を 受け、 力 ブラ 内部で、 信号 を 音に 変え、 力 ブラの スピ 
一力から データ を 送り出す。 つまり、 音響で データの やりとり 




* 近 ごろで 

は、 斜 へ 
の 通信 も ひ 
ん ばんだ。 
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參 音響 力 ブラ .OS 

を 行う の 力 《 音響 力 ブラで ある。 音響 力 ブラ は、 値段 も 安く、 比 
較的 簡単に 使え るよう になって いる。 しかし、 音で 通信 を 行 う 
ため、 周りの 雑音に 弱く、 騒音の ひどい ところでは、 デー 
タの やり と り 力、' う ま く いかなくなる ことがある。 

■OS 

Operating System の 略。 コンピュータが 動作し、 定められた 
命令 語 を 受け付け、 プロ グラム を 実行す るた めの 基本 ソ フ ト ゥ 
ェ ァ。 外部 記 ttlS 置の ディ スク ドライ ブの 使用 を 特に 留意 し た 
OS のこと を DOS(Disk Operating System) と 呼ぶ。 MSX-DOS 
など もこの 種の ソフ トウ エア。 

MSX マシン に 搭載 さ れ ている MSX BASIC は ソフ 卜 （BAS に） 
と OS の 組み合わされた ものと 考える 二と もで き、 MSX DISK BASIC 
は 同じく DOS と 組み合わせた ものと 考える こと がで き る。 この 
ように、 S というの はソフ トウ エア を 使用す るた めの に 
なる 入出力 1 fi 里の ための ものと 考えれば よ く 、 その S 上で 各 
種の WIS ソフト （BAS に、 アセンブラ、 C など） や、 その mrc 
開発され た アプリケーションプログラム、 ユー ティ リ ティ プロ 
グラムが 実行され る もの だとい える。 また 多くの S は 独自の 
ユー ティ リ ティ プログラム を^ F ち、 ファイル や メモリの 15 里 を 
容易に している。 



書 外部 記憶装置 肇感熱 プリ ンタ 



國 外部 記憶装置 

読んで 字の ごとく、 コンピュータ の 外部に ある 記 置の こ 

と。 MSX の 場合、 データ レコーダ、 フロッピ一 ディスク ドラ 
イブ、 クイック ディスク ドライブ などが これに あたる。 

コンピュータから 出力 さ れる' |f^( たとえ ば プロ グラ ムゃデ 
—タ など） を 記憶し 保存す るの が 目的。 むろん、 必要に応じて 
その tt^g を 再び読み 出す ことができなければ ならない。 そのた 

め、 外部 記' tt^ 置で 吏う 記録 媒体 は 記憶容量が 大きく、 mil な 

装置な し に 言 己録を 保存で き る も の 力 《( 吏 われる 。 M S X の 外部 記 

憶 装置で 使われる 記録 媒体 ( カセットテープ、 フロ ッ ピー ディ ス 
ケッ ト、 クイック ディスク など) はこの 条件 を 十分に 満たして 
いる。 




i ディスク は 便利 だが、 ちょっと 高 だ。 

國感熱 プリンタ 

印字 方式に よる 分類の ひとつ。 専用の 感熱紙 を 使い、 サ一 マ 
ルへッ ドで 熱する こ とに より 印字す る。 感熱 紙と は 熱に よ り 黒 
く 変色す る もので、 M 共の 頃 遊んだ 『あぶり 出し』 の 一種 だと 
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.感 熱 プリ ンタ • カーソル キ一. 

思えば いい。 音 は 静かな の だが、 年と と もに 印字した もの 力 退色 
したり 、 感熱紙 を 誤って 熱した ために 真っ黒に なって しまったり 

と 事故 も 多い。 云 写 プリンタ も 印字へ ッ ドは 同様の もの だが、 
こ の 種の プ リン タ のみ 「サ一 マル 方式」 と 呼ばれる こ と が 多い。 




食 プリンタ も 品。 ffi© は ピン か ら キリ ま で。 




文字 どおり、 カーソル を 移動す る キーで、 プログラム を 直す 
ときに 便利。 ほかに も、 ゲームの キャラクタ を 動かした りする 
のに も 使い、 ジョイスティック 的な 動き もす る。 
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ま カーソル キ一 参 キー ボー ド 



力一 ソル キ一 は、 各社 パソコンの 特徴が 出て いて、 4 つの キ 

-の 配列が 違 う も の や、 一枚の 板の 傾斜に よる ものな どが あ る 。 

参お なじみの 力 
—ソル キー は、 
ゲームで もィ更 用。 




I キーボード 



入力装置の ひとつ。 M S X のキ一 ボー ドは 英数 記号が ASCII 
配列、 カナが」 I S 配列 または 50 音 順 配列と いう 組み合わせに 
なって いる。 



1 








„ '冒い 93 105" - = • A〜 .| 

1」 . J ' ' - I 


卜 J ト ト V 




！ ！ ！ ！ 













r 目をつぶっても 入力で きる ようになった らいいね。 
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• キー ボー ド鲁 キャラ ク タコー ド 



数字 キーの み を 集めた もの （普通 はこれ に 十、 一などの 記号 
力 《 加わる） を 特に テン キ一、 あるいは テンキー ボードと 呼び、 
一般の キ 一ボー ドとは 区別して いる。 

キーボード は その 形態、 «ii などから、 タツ チキーと 呼ばれ 
る プッシュ ボタン 式の もの、 フ ルス トロー クキ一 と 呼ばれる 一 
般 的な もの、 ク リ ック タイプと 呼ばれる 独特の キー 打感の ある 
ものな どに 分かれる。 最近 は ステップス カルプ チヤ一 タイ プの 
キー ポー ド 形状の もの 力 < 増えて きて おり、 キ一 打感は 一層 向上 
している。 

ほかに、 楽器の MM 、あるいは MM の 付いた 楽器 自体の こ と も 
キー ポ一 ドと 呼ぶ。 



I キャラクタ コード 



SM に 表示され る 文字 は、 コンピュータ 力 《 扱 いやす くす るた 
めに 番号 力 [寸 けられて いる。 これ を キャラ ク タコー ド という。 
M S X に は 256 ネ磨 頁の キ ャラ クタ コードが あり、 英 大文字、 英 
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攀 キャラ ク タコー ド參コ マン ド參 コントロール キー 



小文字、 記号、 ひらがな、 カタ カナ、 グラフィック キャラクタ 

など を 表示す る ことができる。 たとえば 大文字の A は、 10 進数 
で 表すと 65 になる。 なお、 M S X では キャラクタ コードの 力、 
ら 3 1 ま でが 機能 コードに なって いて、 表示す るか わりに カー ソ 
ルを 左端に 戻したり、 1M を 消去した りする 働き を 持って いる。 

驪 コマンド 

コンピュータ に対する 命令 をコ マン ド という。 ^ は キー ポ 
ードを 使って 入力す る。 

BASIC の 場合、 同じ 命令 語で も、 キー ポー ド から 直接 入力 し 
た 場合 はコ マン ド、 プロ グラム 中で 使用した 場合 は ステー ト メ 
ント、 というよ うな 名称の 使い分け をす る こと 力 、'ある。 




この キー を 押しながら ほかの キー を 押す ことで、 違った 働き 
をさせる ことができる。 たとえば、 同時に 「 M」 を 押せば リターン 




マ， fnTk 



S 

キ 
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コントロール キー 參 コンパチビリティ 



「し」 を 押せば C L S(H® 消去） といった 具合 だ。 

コント ロール キーの 組み合わせ は、 たく さん ある 力く、 う ま く 
使えば メ ィ ン キー ボ一 ド上 だけで、 ほ とん どの 操作が でき る 力、 
ら、 プロ グラム 中の 手の 動きが 少な く て 楽と いう わけ だ。 




、ろい ろな キ一 をう ま く 使って 早 目の 処理。 



國 コンパチビリティ 

(Compatibility) 互換性の 二と。 カセット テ一プ は、 どの メ一 
力一 の テープ を どの メーカ一 の カセッ ト レコーダて ィ 吏っても ち 
やん と 動く。 これ は テープに 互換' I 生が あるから だ。 はじめから 
そうな つてい る と 気がつかない かも 知れない が、 利用す る 側か 
ら 見れば これ はとても 大切な こと だ。 MSX は、 この マークの 
ィ寸 いている マシン や 周辺 装置、 そして もちろん ソフトな ど、 ど 
の メーカーの もので も 自由 に 組み合わせて 使 うこと がで き る 。 
互換性 を 重視 した マ シン だか ら だ。 



A 



チ 
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> サブルーチン 参 シーケンシャル ファイル 配列 



國 サブルーチン 

(Sub-routine) コンピュータに f ^をさせる とき、 プロ グラ 
ムの 中で 同じ 処理 をく り 返して いると 二ろ 力 < 結構 ある。 この 部 
分 を その都度 プログラムに すると、 リス ト 力、' 長くなる だけで な 
く-、 わかりにくい ものになる。 そのため こうした 部分 を ひとま 
とめに してお いて、 プログラムの 複数の 箇所から 利用す る プロ 

グラムの 部分 を サブルーチン という。 bask: では GOSUB 命令 

で サブルーチン を 呼び出し、 サ ブル一 チンで は その 最後に RE- 
丁 URN 命令 を 置いても との プログラムに 復帰す るよう になって 
いる。 

國 シーケンシャル ファイル 

シーケンシャルと は、 「逸 続して」 「)1し1 に」 という 意味。 先頭 
から 順に 読み書き する 方式の ファイル （ひとまと まりの データ） 
をシ ーケン シャリ レフ アイ •/ レと いう。 データ レコーダ や クイ ック 
ディ スク のように、 先頭から 順に 読み書き していく 方式の 記憶 
装置に 向いて いる。 

これに 対して、 どこの データで も 自由に 読み書き できる 方式 
の もの を ランダム ファイル という。 

■ J 旧 配列 

JIS というの は 「Japan Industrial Standard (日; $0： 觀 格)」 
の 略。 二の 規格で 定められ ている キ一 ポ一 ド 配列が 丄 S 
配列 だ。 J I S 配列の 英数 記号 は A SCII 配列に 準拠し 

ている。 

MS X の カナ 配列 は JIS 規格、 50 音 順 配列の 2 通り あり、 ど 
ちら を 使っても よい 二と になって いる。 
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• ステップ スカルプチャー 方式 ^JISS 己 列 







聽 矚麗 


3 
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O W 














• 腿... Ncnm • 棚 


.SNtrr' :: "' : Bz 













I CAPS 



會 タイ プを 打ち なれて いる 人 は 早く 党え られ るかな ？ 

國 ステップ スカルプチャー 方式 

手前の キーの 面 は 水平に 近 く、 向こうへ 行く ほ ど 手前に 傾い 
てく る。 つまり、 横から 見る と キーの 上面が そった ように 並べ 
て あるの が、 ステップ スカルプチャー 方式。 

手の 形に なじみ やすいので、 長い間 キ一 ボー ドに 向かって い 
て も 疲れ 力 、'少ない。 




t キー ス ト 口一 クが 手に なじみ やすいの だ。 
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トン ミュレ ーショ ン會 出力装置 参 CPU 



國 シミュレーション 

辞書に よれば、 （訓練 や 実験 用の) 機と なって いる。 つまり 
実際に 起こる であろ うこと を、 ある 波 則に 従って まねて みる こ 
と をい う。 たとえば コンピュータで いう ウォー. ゲーム （戦争 ゲ 
—ム) な ど は、 モニタ 上で 実際の 戦争 を 展開す るシ ミュレ ーショ 
ン • ゲームの 一種と いえる。 



O ATA MAE I 



MARAS O SMI T6 ftu To Ko R< 



OQQQQQ 



國 出力装置 (出力,） 

コンピュータ 内 a? の メモリな どに しまわれ ている、 データ や 
フロ グラム を 外部に 送出す る ための 装置の こと をい う。 

ディスプレイ、 プリンタ、 ディスク ドライブ、 データ レコー 
ダ などが この種の 装置に あたる 力く、 ディスク ドライブ、 データ 
レコーダ のように 入力装置 を 兼ねる もの も ある。 

これに 対して、 データ や^な ど を コンピュータに 取り 入れ 
るた めの 装置 を 入力装置 という。 

國 CPU(Central Processing Unit) 

コンピュータ の 各部 分 を 人間の か ら だの 部分に 当てはめ てみ 

ると、 ilia の 部分に 相当す るの が C P U だ。 
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参 CPU* ステートメント 攀 STOP 參ス プライ ト 

C P U は、 Central Processing Unit の 頭文字 を 取った 言い方 
で、 日本語に 言し 喉え ると 「中 烛 王!^ 置」 という 難しそう な 
名前に なって しまう。 

入力装置から 入った 情報 や 命令 は、 2 進 法 （ I と の 組 

で 表現され c p u に 入る。 それらの 命令 を c p u は 理解、 m% 

し 、 命令に 従って 情報 を 処理 し 、 必要に 応 じ て 言 己 憶 したり 出力 
したり もす る。 こんなにた 〈さんの こと を、 リ、 さな CPU 力、' 処 

理 している の だ。 ちょうど コンピュータ 内の 、、情報 空港の 管制 

塔" といった ところだろう。 

國ステ 一 卜 メン卜 

—コ マン ドの項 参照の こ と 。 

■STOP 

プログラムの 実行 を 停止して、 コマンド レベル （ダイレクト 

モー ド） に 戻る ための ステート メン ト。 Break in XXXX 行と 
表示 して 実行が 停止す る 。 プロ グラムの 実行 を 再開す るに は 
CONT コ マン ドを実 ；！亍 すれば よい。 END との 違い は、 ィま 用して 
いた ファイル を クローズ しない こと。 停止した プログラム を 終 
了させる に は、 I CTRL 1 + I STOP I キー を 押せば いい。 

國ス プライ 卜 

ス プライ ト （Sprite) は MS X の 特徴の ひとつ。 画面に 描く 
グラフィック パターン を なめらかに 移動したり、 很疾 を検 知す 
る こと 力 < 手軽に でき る 機能 だ。 スプ ライトの グラフィック パタ 
ーンは 一度に 255 枚まで 設定で き、 そのうち 32 枚 を 同時に 表示 
できる。 この 32 枚の パターンに は 表示の ィ 順位が あり、 2 枚 
のス プライ トカ < 重なった 場合、 優先順位の 低い ス プライ トは順 
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• ス プライ ト • スロット 



位の 高い ス プライ 卜の 後ろに 隠れて 見えな く なる。 うまく プロ 
グラムす ると、 立体的な 表示 も 可能になる わけ だ。 ス プライ ト 

の パターンの 大きさ は 8 X 8 ドッ 卜と 16X16 ドッ トの 2 穩 頁で、 
それぞれ ドットの 大きさ を 2 倍にす る か ど うかで 4 as 頁の タ ィ 
プが ある。 画面での 表示 や 移動 は 簡単で、 BAS にの 命令で 表示 
する 位置 を 変える だけで K。 高速な 移動 か *5J 能になる ので、 
ゲーム プロ グラム 作り に は 欠かせない 機能 だ。 




國ス ロッ卜 

MSX で ゲーム を やる ときに、 力一 トリ ッ ジをセ ッ 卜する とこ 
ろが スロッ ト。 MSX パソコン では 通常 は I つない し は 2 つの ス 
ロッ トカ; 設けられ ている。 MSX のハ一 ド 構成で は 4 つの^ ス 
ロット （ 番 から 3 番） 力、 ら、 最大 1 61 固の ス ロット ま で 拡張が 可 
能に なって いる。 番 スロッ ト 【二 は MSX BASIC ROM や 32 キロ 
までの R A M 、 各種 ァ プリ ケ一シ ヨン * ソフトな ど 力く 置かれて し 、 
る。 力一 トリ ッジ 用の スロッ 卜 は I 番、 2 番、 各社の 拡張 機能 
など は 3 番 スロッ 卜に 置かれる ことが 多い。 
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'セクタ 参280八 



國 セクタ 

フロッ ピ 一ディ ス ク に データな ど を 記ま录 する 場合、 ディ スケ 

ッ トを フ才一 マツ ト （初 匕) する' JZ 要が ある。 これ は 円盤状の 

ディスケットの どこ に 記録す る か を 明確に ェ リ ァ 分けす るた め 
の もの。 同心円 状に 分けられ たもの を トラック。 各 トラック を 

さらに 8 ないし は 16 分割した もの を セクタと 呼ぶ。 



セクタ 1 セクタ 




■ Z80A 

MSX に 使われて いる CPU (Central Processing Unit) の 型番, 
アメリカの ザィ ログ 社が 開発した もので、 8 ビッ ト CPU のなか 
では 最も ポピュラーな もの。 相対 アドレス ジャンプ 命令 や、 ブ 
ロック 命令な どの 優れた 機能 を 持 つてい る。 
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き Z80A« セン トロ ニクス 社秦 セーブ 




會 白, 镍で 囲んだ と こ ろが Z80A だ。 



國 セン 卜 ロニ クス社 

ァメ リカの コンピュータ • メーカ一。 コンピュータと プリ ン 
タ を 接続す るた めの、 パラレル (並列） インタ一 フェイス の 仕様 
を 定めた。 二れ は 8 本の 線で 8 ビッ 卜の データ を 同時に 送る 方 
式で、 現: & 販売され ている コンピュータの 大半が 二の 方式の プ 
リ ンタ インタ一 フェイス を 取り入れ ている。 MSX の カタログで 
『セント ロニ ク スネ土 ィ士様 準拠』 と あるの はこの こと だ。 

國 セーブ 

MSX にキ一 ボードから プログラム を 打ち込む と、 内部の メモ 
リ に 記憶され る。 乙 れを 外部の 記' 錢置、 例えば 力 セット レコ一 
ダゃ フロッピ一 ディスクに 記憶させる 二と を セーブ （Save) す 
ると いう。 MSX 内部の メモリ は 電源を切って しまう と 内容 を 
消失して しまう。 そこで、 消そうと しない 限り 内容の 消えない 
テープ や ディスクに 記憶して おくわけ だ。 といっても、 磁石 
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• セーブ 攀ソフ トウ エア 



の そばに 置いたり 手で 記録 面に 触れる と、 内容が 消えたり 読み 
出す ことができな く なる ので、 取り扱いに は; も 意すべき だ。 



I ソフ卜 ウェア 



コンピュータ を 使って 処理 を 進める ための プログラム を 総称 

して、 ソフトウェア （Software) という。 いくら 高性能な ハ 
一 ドウ エアの コンピュータ でも、 ソフ トウ エアがなければ 何も 
できない。 両者が うまく 機能す る ことで、 コンピュータ は 高度 
な 処理 を 行う ことができる わけ だ。 また、 ハードウェアが 同じ 
でも、 ソフ トウ エアに よって コンピュータ はまった く 違った 処 
理を する ことができる。 
二れ は コンピュータの 
ネ射 鼓 の ひとつと いえる。 



♦ 読み込み、 書き込 
みカ卑 いので 有名な 
フロッピー ちゃん。 





タツ チキー • ダイレクト モード 



國 タツ チキー 

タ ツチ スィッチ を キー ボー ド 上に 配列した もので、 薄い キ一 
の ものが 多い。 キーの 形 も ファッショナブルな ものに でき、 コ 
ス ト も 安いので 入門 機に 多く 使われて いる。 

國 ダイレク 卜 モード 

M S X のよう な インタ プリ 夕 型 BASIC では、 3 つの モー ドで 
動作す るよう になって いる。 しかし！^ 祭に は、 この モードの 種 
類 を コンピュータ 力 凌 示す る 二と はなく、 使用者が コンビ ユー 
タに何 を 入力す るかで 自動的に 切り替えられ ている。 その I つ 
は エディット モード。 プログラム を 入力す る モードで、 文字列 
の 最初が 数字 （行 番号） になって いるもの を 入力した ときの モ 
ード。 プログラム 実行 モード は、 文字通り 入力した プログラム 
を 実行す る もので、 RUN IRETURITI と 人力した ときの モー ドだ。 
ダイレク ト モード は、 プログラム 実行 モード • と 違って 命令 を 1 
回 ごとに あたえて 実行させる もの。 例えば A=33*24 fMTD^R1 、 
PRINT A I RETURN I と したり、 NEW や SAVE などの コ マン ド 
を 実 亍 する と き この モー ド になる。 エディ ッ ト モー ドで プロ グ 
ラム 入力して、 ダイレク トモ 
- ドで テープに セーブし、. そ 
して プログラム 実行 モー ドで 
動かす。 と' いう 具合に、 パソ 
コンを 使って いる 人 は、 それ 
を 知らなくても モード を 使い 
分けてい る ことになる。 
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'ディ スク ドライブ 秦 ディ ス プレイ 



■ ディスク ドライブ 



外部 記憶装置の ひとつ。 言己録 媒体と して 使用す る 磁気 円盤 を 
含めて 「ディスク」 と 呼ぶ 場合 も ある。 また、 磁気 円盤の こと は 
「ディ スケッ ト J あるいは 単に 「ディスク」 と 呼び、 駆動装置 であ 
る ディスク ドライブと 区別す る 。 

i 見 在、 パーソナル コンピュータ 向けの ものと して は、 言 5 ま录媒 
体と して ごく 薄し 诚気 円盤 を 使用す る 「フロッピ一 ディスク ド 
ライブ」 が もっとも 普及して いる。 



もともと 「表示す る」 という 意味。 コ ン ピュ一 タ では 表示 装置 
の ひとつ。 コンピュータからの 出力 情報で ある 絵 や 文字 を 表示 
する 装置の こと。 

もっとも 一般的な の は CRT(Cathode Ray Tube) を 使用した 
もので、 構造 的に は" ~M の T V と ほとんど 同じ。 そのうち 文字 
専用の もの を キャラクタ ディ ス プレイ、 絵 専用の もの を グラフ 





♦ 現在のと こ 
ろ 5 機種 発売 

されて いる。 
ほしいね。 



國テ イス プレイ 
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拿 ディスプレイ • デジタル 

イツ ク ディスプレイ という。 

M S X は、 家庭 用 T V を ディスプレイ として 使用す る ものが 
多く、 コンピュータ 専用の ディスプレイ を' JZ 要と しない。 




• MS X の 良 

いと 二ろ は、 
家庭 用 T V に 
継 力、' る： とだ。 



國 デジタル 

アナ 口 グ に対する 言葉。 アナログが 中間 値 を 取る のに 対し、 
デジタル は o か I のど ちらかしかない。 電流が 流れた かどう 力、、 
電圧が かか つ たか ど う かな どで 判断 を 下す コンピュータ は、 デ 
ジタル mi の ひとつと いえる。 



ャ 二 ズ|-,\ョン 
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鲁 データ • データベース 



騸 データ 

コンピュータ は プログラム を 与える ことで 動作す るが、 その 

プロ グラム 中で' JZ 要な 数値 や 文字列 を データ という。 データの 
与え 方 はいろ いろ あり、 プログラムと一 緒に 置いて おく （DATA 
文 や A = I4 などの 記述)、 プログラム 実行中に キー ボー ドか 
ら 入力す る （ I NPUT 文な ど)、 実行中に 外部 記憶装置 力、 ら 読み出 
す （ I NPUT # 文な ど)、 同じく 実行中に 外部の 周辺 装置から 読み 
込む （INP 関数な ど） などが ある。 プログラム を 作る 場合、 ある 
禾 M 固定された データ は DATA 文で、 実行の 度に 変化す る 場合 
« INPUT 文で、 などと いう 具合に データの 与える 形 をよ く考 
える' £要 が ある。 

國テ 一夕 ベース 

蓄積され た データの 集まり。 多くの場合、 その 中に 含まれる 
データ は、 汎用 性が あり、 使用者 力 《共通に 利用で きる もので あ 
る。 また、 その データ は、 多くの 目的に 利用で きる ような 内容 

を 持つ。 

実際に その データべ一 スを 利用す る 際に も、 いろいろな 語句 
や 条件からの 検索 や リスト アツ プが 可能な ものが 多い。 データ 
の 読み取 り の 方式 さ え あつ ていれば、 多様な プロ グラ ムか ら そ 
の データ を 利用 するとい うこと もで きる。 
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•10 キ一 #^ 朱キ一 



■10 キー (テンキー） 

キ —ボー ド 内の 数字と 数字に 関係した キー を、 一力 所に まと 
めて 電卓の ようにして 使いやすく した もの。 プログラムの デー 
タ文 など 数字 だけ を 入力 するとき や、 ビジネス 用に 便利 だ。 

実際に ィ 吏う とき は、 キーボード 側の 数字 を 押しても、 テン キ 
—を 押しても 変わ り はない。 




■ 特殊 キー 

M S X マシンの キー を 見る と、 ひとつひとつの キーに たくさ 
んの 文字、 記号が 書いて ある。 これら を 使い分ける のが 「特殊 
キー」。 シフトキー、 かな キー、 キャップス ロック キ一、 グラフ 
ィ ック キー を 使い分ける ことによって、 ひとつの キーで 英文 字 
(大、 小)、 カタ カナ、 ひらがな、 図形 や 漢字 を 打つ ことができ、 
キーの 数 も 少なくて すむ というわけだ。 また、 コントロール キ 
—ゃリ ターン キ 一も 特殊 キーと 呼び、 多くの マシンで は ~« キ 
—と 色分けされ ている。 



3】 



, ク# トラ ッ ク ボール • ドット ィ ン パク ト 



國卜 ラック 

—セクタの 項 参照 

國卜 ラック ボール 

ポインティング' デバイスの ひとつ。 MS X 用で は ソニーと 
H A し 研から 発売され ている。 ボール を 掌で 回転させる ことで 
上の 任意な 点 を 選び出し、 装置に 設けられた ボタ ン でセッ 
卜する。 力一 ソル キ一 や ジョイスティックと 比べ、 力一 ソルの 
移動が スムーズで、 あらゆる 方向に 動かせる ことが キ 寺 長 だ。 




• トラック 
ボール は、 
お 絵描きに 
も 便利 だ。 



ドッ卜 イン バク卜 



プリンタの 印字 方式の ひとつ。 インク リボン を ハンマーで 叩 

くこと により 印字す る。 ~ftS にこの 方式の プリンタ は、 印字 速 
度 もはやく 鮮明な ので、 プログラム リスト を 出力 するとき など 
に 向いて いる。 印字 時の 音 （ ビ一 という 音) が 大きい 二と カ灘点 
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ドット ィ ン パク ト秦 ドット マ トリ クス 方式 



といえば 難点。 深夜の ィ吏 用に は 十分 気をつけて / 




食 プリ ンタの 印字に も それぞれ 側 生が ある。 



國ドッ 卜 マ 卜 リク ス 方式 

プリンタの 印字 方式の ひとつ。 ひとつの 文字 （あるいは パタ 

ーン） を、 8X8 と 力、 16X16 とかの ドット を 用いて 表現す る 方 
法。 ハン マ 一を 使って リポン を 打つ 方式の もの を、 ドット イン 
パク ト式 （イン パク ト • ドット' マト リク ス） といい、 サー マル 
素子の 熱に よる ものな ど を ノン イン パク ト式 (ノン-イン パク 卜- 
ドッ ト. マ ト リク ス） という。 

最近、 漢字な ど を 少ない ドッ ト 数のへ ッ ドで 表現す るた めに、 
一度 印字 し た 上に 、 半 ドット 分 だけへ ッド をず らして、 結果 的 
に 2 倍の ドッ ト 数で 文字 を 構成す る プリンタ も 発売され ている。 

t ABCDEFGHIJK し隱 
1 1 234567890 
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• 入力装置 • 熱 転写 



國 入力装置 (入力 機器） 

外部からの デ 一夕 や 命令な ど を コンピュータに 取り 入れる た 
めの 装置の こと をい う。 

キー ポ一 ド、 マウス や ライ ト ペンな どの ポインティング デハ' ィ 
ス、 ディスク ドライブ、 データ レコ一 ダ など は、 みな 入力装置 
(出力装置 を 兼ねる もの も ある） といえる。 

これに 対して、 コンピュータ 内部に しまわれ ている データ、 
プロ グラ ム な ど を タト 部に 送出す る ための 装置 を 出力装置と 呼び、 
両者 を あわせて、 入出力 装置 ともいう。 

國熱 転写 

プリ ンタの 印字 方式の ひとつ。 サ 一マル リポン をサ一 マルへ 
ッ ド で 熱 し、 プリンタ 用紙に 転写す る こと で 印字す る。 ドット 
イン パク 卜と 違い、 印字 音が まったく しない こと 力 < 特長。 感熱 
式 プリ ンタと 兼用の もの も 多く 出回って いる。 




秦 ハードウェア 



國八ー ドウ エア 

コンピュータ を 構成す る 機械 • 電子回路 部分の こ と を 指す。 

ハ一 ドウ エア （Hardware) はソフ トウ エアと 区別 するとき に 使 
われる 言葉で、 ソフトウェアの 入れ物と 考える こと もで きる。 
L S K I C ゃキ一 ポ一 ド、 コネクタ や モータな ど はすべ てハ 
—ドウ i ァで、 また それが 酉 ヒ 線され た I 台の 装置 もハ一 ドゥエ 
ァと 呼ばれる。 メモリの R 0M は それ 自身 はハ一 ドウ エア だ 力、'、 
内部に は ソフトウェアが 記憶され ている。 このような 場合、 両 
者 を 合わせて 特に ファームウェア （ Firmware ) と 呼ぶ ことがあ 
る。 




争ハ— ドウ エアの 代 

表が、 マシン 本体。 
二れ は、 常識 だね。 



蜂 もちろん、 デ イス 



ク ドライブ も、 ハー 
ドの ひとつな のた'。 
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會ハ一 ドゥエ ァ秦 ハー ド' コピー 



郗 これ は、 フロ 

ツビ 一 を タテに 
入れる ドライブ。 



峰パ ソコン に は 

ぬ 霜 品と いって 
いい データ レコ 

ーダ 




I 八ード • コピー 



ディ ス プレイに 表示され た 文字 や 絵の よ う に、 電源を切った 
ら 消えて しまう もの、 7k 続 I 生の ない ものに 対して、 プリンタで 
出力した リストの ように、 そのまま ィ呆存 し、 いつでも 見る こと 
のでき る もの を ハード • コピーと いう。 

デ イス プレ ィ 上に 表示され た 文字 や 絵 自体 は 永続 14 がな し 、 も 
の だが、 これ を 写真 #1》 すれば、 プリンタ 出力に よる リスト な 
どと 同様に 扱う ことができる。 これ も ハード • コピーと いう。 



.. 論 
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譬バッ テリ' バックアップ 翁 バイ ト搴 バス 



國バッ テリ • バックアップ 

外部の 電源 ( た と えば AC 1 00V の 電灯 線） を 使用す る 機械、 装 
置な どで、 そ の 電源 と の 接続が 断 たれて も 内蔵の ノ 、'ッ テリに よ 
つ て 機能 を 維持す る こ とので きる しく みのこ と 。 

M S X 向けの ものと して は、 バッ テリ • ノく ック アップに よる 
メモリが あり、 内蔵の R A M にバッ テリで^ する ことによ り、 
データ を 保存で きる ようになつ ている。 また、 MS X 2 仕様の 
マシンに は、 ノぺ' ッ テリ バック アツ プの 時計 機能 力 M 寸 く 。 




( Byte) メ モ リ の 数 を 表す 単位。 M S X な ど 処理が 8 ビット で 
行われる マシンの メモリて ィ吏 われる。 ^文字なら I バイ 卜で 

I 文字 を 表現で きる ので、 500 バイ 卜なら 500 文字 記憶す る 二と 
がで きる。 なお、 1024 バイ トを I キロ バイ ト、 約 1048 キロ バイ 

ト を I メガ バイ ト という。 64 キロ バイ 卜と いうの は、 正確に は 
65536 バイ 卜の ことになる。 




國八ス 

日 では 「SIS」 という。 C PU と メモリ、 メモリと I / 
ポ一 ト な ど、 装置 間で デ一 夕 を や り と りする 際に 使う 共通 線 

路 のこと。 その ィ吏用 目的に より、 アドレス 'バスと 呼ばれる も 
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拳 バス 譬 バグ • 8 ビッ ト 




のと データ * バスと 呼ばれる ものが ある。 

M S X の スロッ ト も ユーザ一 に 開放され た バスの一 種で、 そ 
のために ここから メモリ の 増設 や 拡張 装置の 接続な どが でき る 
ようになつ ている。 



I バグ 



もともと は 「虫」 のこと。 プログラム 中の 間違いの こと をい う。 
文法的な 間違 し 、はもち ろん、 エラ 一メッセージの 出力され ない 
論理的な 誤りの こ と も バグと いう。 それらの バグ を 取り除き、 
プロ グラム を 仕上げて ゆ く rm のこ と を 「デバ ッ グ」 と 呼び、 日 
本 語で 「虫と り」 などと いう こと も ある。 



旧 ビッ卜 



コンピュータ が 数値 を极 う 場合、 2 進数と 同じ 表現で 処理す 
るよう になって いる。 2 進数と は、 数字の と I だけです ベて 
の 数 を 表す 方法。 たとえば I I I I といった 表現に な 
る。 そして、 二の ネ行を コンピュータ では ビット （Bit) という 単 
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8 ビッ ト 肇 VRAM* プログラム 



位で 表現す る。 ところで、 二の ビット 数が I つ 増える と、 数の 
大きさ を 表現で きる 範囲 は 2 倍に 増える。 ビッ ト 数が 大き けれ 
ば 大きい ほど、 一度に 扱える 数の 禾顧 力、' 増える わけ だ。 といつ 
て も 現実に はいろ いろな 制約が あ り 、 簡単に 増やす こ と はでき 
ない。 M S X では Z80A とよ ばれる ネ扉 頁の C P U (中^ i 里 装 
置） 力 吖 吏 われて いるが、 この C P U は 一度に 8 析の 2 進数 を や 
りと りする ことができる。 MS X は、 つまり 8 ビッ トの コンビ 
ユー タ というわけだ。 

■VRAM (ビデオ RAM) 

通常、 ディスプレイ 装置 は ilH 表示に あたって、 H® を 記憶 
する ことができない （ス ト レー ジ • チューブと 呼ばれる、 言 己 憶 
可能な ディ ス プレイ も ある）。 そのため 、コンピュータからの 出 
力 を 記憶して おく メモリ 力、'' M となる。 そのために 用意され て 
いる R A M を 特に V R A M (ビデオ R A M) と 呼び、 主 記 1f|g 置 
と して 用意され ている R AM と は 区別され る。 

MSX の 「VRAM I6K ノ、' ィ ト」 とか、 MSX2 の 「VRAM 
64K バイト」 など は、 この RAM の 容量の こと。 

國 プログラム 

コンピュータ は それ 自 体で は 何 もで き な いが、 人間が 処理の 
手順 をき ちんと 教えて やる と、 高速に、 しかも 正確に 処理 を 進 
める ことができる。 処理の 手順 は コンピュータの メモリ に 記憶 
させて おくが、 この 内容 を プログラム （Program) という。 また、 
プログラムに は コンピュータ 言語に よって いろいろな 記述 方法 
が あり、 もっとも になる のが マシン 語と 呼ばれる もの。 
BASI C は 高級 11§ と 呼ばれる ものの ひとつで、 上 據 的 わか り や 
すく コンビ ュ一タ に 手順 を 与える ことができる。 
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翁 プロ ッ タ 拿フ 口 ッ ピ 一ディ スク 



國 プロッタ 

プリ ンタの 印字 方式に よる 分類の ひとつ。 ペンな どで 線 を ひ 
くこと により プリント する。 本来 は 座標 を プロ ッ 卜する 二と に 
より 作図す るた めの ものな ので、 プログラム リス トゃ 画面の ハ 
—ドコ ピー を 取る こ と は 苦手。 線画 を 描 く 場合な ど、 使用 ケー 
ス に応じて 使いこなそう。 



會 いろいろな プリ ン夕 があって 迷って しまう ね。 

■ フロ^ピーディスク 

コ ン ピュー タ 専用の «m 記 fts 置の こ と 。 薄い 円^！ 犬の メ デ 
ィァに 同心円 状に 、 データ や プログラム を 記録す る こと がで き 
る。 二の 同心円 状に 記録され る 部分 を トラック といい、 メ ディ 
ァ が 回転 し な が ら 読み 書 き ヘッドが トラック 間 を 走査す る こと 
で 内容が ァ クセス される。 トラック はいく つかの セ クタと 呼ば 
れる 部分に わけられ、 二 二 に は 直接 データな ど 力 《 書き込まれる 

力 八 その 前後に は 読み出 し 時の 信頼性 を 上げる ために ィ ti!ra 情報 
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'ピー ディスク 攀 フロー チヤ一 ト 



が 記録され ている。 フォー マツ 卜された ディスク 力、 非 フ才一 
マ ッ ト 時に 比べて 言 己 憶 容量が 少な く なる の は 二の ためで ある。 
また、 ディスク 内に どのような 名前の 情報が 入って いるか （デ 
ィ レクト リ） や、 それが どこに 入って いるか （フ アット） など 
を 言 己 憶す る 部分 も あり、 二れ は 決められた トラック、 セクタに 

置かれて いる。 ただし、 DISK BAS にや MSX- DOS が 完全 
に ディ スクを 制御して く れ るので、 使用者 は これら を 意識す る 
要はない。 フロッピ 一ディスク は、 カセット レコーダに 記ま录 
する 場合と 比べて、 ロード/セーブの 時間が はるかに 短い、 口 
- ドエラ一 が ほとんど 起きない、 ディスク を 入れる だけで あと 

はすべ てソフ ト 
ウェアで 制御で 
きる、 ランダム 
ファイルが 利用 
できる、 など 有 
利な 特徴 を 持つ 
ている。 




♦ 3 インチ、 3. 5 イン 
チ、 5 インチな どい 
ろい ろ ある。 



I フロー チヤ 一 卜 



コ ン ピュー タ に 何 かの 仕事 を させよ う と 思った と き に、 仕事 
の 手順 や 内容 を 仕事の 流れ に そって 図に 書いて やる。 二れ をフ 
ローチャー 卜と いう。 
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• 7 口一 チヤ一— ト* プリンタ ； 

長い プログラム を 書 〈ときには、 いきなり プログラミングす 
るので はな く 、 フロー チヤ一 ト によって 流れ を 明確に 簡 fflfrf 匕し 
て、 何 を させたい のか はっきりさせる と、 プログラム 力 (乍り や 

すい。 



START 



READ W,T 




PRINT H 



國 プリンタ 

(Printer) LIST 命令 や PRINT 命令な どて に 表示した 内容 
は、 M S X の 電源を切 ると 消えて しまう。 そこで、 これと 同. じ 
内容 を 紙な どに 印刷す る 外部 装置が プリンタ だ。 また、 MSX 
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プリ ン タ參フ ルス ト ローク キー 參 ファイルネーム 




會 さて、 今まで 出た プリン 夕の an、 覚えた かな。 



仕様の プリンタ は グラフィック 機能 を 持って いるので、 ソフ ト 
次第で グラ フ イツ ク 画面の 内容 を 印字す る 二 と も 可能。 プリン 
タは 表示 結果 を 多くの 人に 見せたい とき や、 I つの H® に 収ま 
り きれない プログラム リ ス ト を 見る ときな どに 便利 だ。 if® は 
同 じ 面に 何枚で も 書いた り 消した り でき るが 電源を切る と 使え 
なくなり、 プリ ンタの 印字 は 消せない が あとに 残る という 樹致 
を 持って いる。 なお、 面画 表示 を ソフト コピー、 プリンタの 印 
字 を ハー ド コピーと いう ことがある。 

國フ ルス 卜 ローク キー 

非常に" M 的な キーで、 キ 一トップ や パネの 強さ、 ストロー 

ク など 力 《f 吏い やすくな つてい る。 MS X の ほとんどが 二の タイ 
プ といえる。 

■ ファイルネーム 

プログラム を ディスク や テープに セーブす ると き、 その 内容 
を 簡潔に 示す ものが ファイルネーム。 MS X の 場合 CSAVE (テ 
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攀 ファイルネーム 參 ファンクションキー 參フォ 一マツ ト 



—プ) の 場合 は 6 文字まで、 SAVE (ディスク） の 場合 は 8 文字 
( さ ら に BAS や COM、OBJ な どの 拡張 子が 3 文字まで 追加 可能） 
ま での 文字列 を 指定す る こと がで き る 。 

國 ファンクションキー 

「R U N」 とか 「G T 0」 などに、 よく ィ 吏う コマンド を ひとつの 
キーに まとめた もの。 シフ トキ一 を 組み合わせる 二と によって 
10 通りの コマンド を 使える。 マシン を 起動した ときには、 それ 
ぞれの キーに コ マン ドが 定義され ている 力 <、 プログラムで 自由 
に 割り あてて 使う こと もで きる ので、 長い プログラム を 入力す 
ると きに、 良く 使う コマンド や 単語 を 設定 すれば、 楽に 入力 力 < 
できる。 



食 ファンクションキー は、 I 一 10 まで ある。 

國 フォー マツ 卜 

ディ スケッ トを 《吏 用す る コンピュータ ゃソフ トウ エアに あわ 
せて 「ネ; ^化」 する こと。 

コンピュータ 内部の メ モリに、 それぞれ 番地 力 气 寸け られ てい 
るよう に、 ディスク 上に も 「トラック」 「セクタ , と 呼ばれる 番地 



$ ゥ 



# 7 



R 



テ 



W 



Q 
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暴 フォー マツ ト參 BAS に • ホーム ポジション 

のよう な ものが ある。 それ を 割り付け ていく fF* を フォー マツ 
卜と いう。 コンピュータ や ソフトウェアに あわせて、 ディスク 
を 区画整理 する ィ胃 と 考えれば わかりやすい。 

■BASIC 

コ ン ピュ一 タカ g 里 解で き るの は 数字の 組^ だけで、 英語 や 
日本語 を 直 挺 里 解す る こと はでき ない。 そして、 二の コンビ ュ 
一 夕 が 直接 わかる プロ グラ ムが、 マ シ ン語 プロ グラムと 呼ばれ 
る もの。 し 力、 し、 これで は 人間 力 g 里 解す るの が 大変な ため、 コ 
ンピュ 一タ に処 i 里の 手順 を 教える ための コンピュータ 言語が い 

ろい ろ 開発され た。 BAS に （Beginners All-purpose Symbolic 
Instruction Code) も その I つで、 そもそも は I 台の 大型 コンビ 
ユー 夕 を 複数の 人が 利用す る ために 作られた ものだった。 これ 
を、 ァメ リカ 人の 一青 年が パソコンで 吏え るよう にした とたん. 
あたかも パソコン のために 作られた かの よ う に BAS にが 普及 し 
たの は 現在の とおり。 その 名のと おり、 初心者で も 使え るよう 
に 配慮され たコン ピュー 夕" 115 だ 力、 プロ グラムし だいで は 相 
当 高度な こ ともで きる よう になって いる。 

國ポ ー厶 ポジション 

キー ボー ドに指 を 置いた と き に、 自然に 指が キー ボ— ドの上 
に な る ィ4« の こ と 。 左手の 人差指 は、、 F " のと ころ、 右手の 人 差 
指 を、、 J" のと ころに 置 〈と、 自然に 左 は、、 DSA"、 右 は、、 KL" 
に 指が いくはず。 ホーム ポジション という ぐらいだ から、 キ一 
を 打った あと は ホームへ す ぐ 帰る ようにす る。 

二の 姿勢で ゆつ く り 練習 すれば、 将来 は ブラ インド タイプ 
( キ 一 を 見な し 、で 入力す る こ と ） も 夢で はな し 、。 

正しい タイピング は、 ホーム ポジション からね。 
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參 ホーム ポジション 参 ポインティング デバイス 翁 ボケ コン 




國 ポインティング デバイス 

文字 どおり、 指し示す ための «|、 装置の こと。 MSX 向け • 
の もの は 多く、 ジョイスティック、 マウス、 トラック ポール、 
ライ ト ペン、 タブ レツ ト など はこの 種の 装置。 広い 意味で は 力 
一 ソル キー も 含まれる。 

画面 上に 示 さ れた 條 メ ニュー を 選んだり、 グラフィックス 
ソ フ ト で 座標 をネ おした り する ために 用いる の 力 MS 的。 

國ポ ケコン 

ポケッ ト コンピュータの 略称。 掌に 乗る く らいの サイズな が 
ら、 プログラム を 組む こと もで きる。 プログラム 電卓と 呼ばれ 
る もの も、 この ポケ コンの 一種と 考えて よい。 




mmm 



in 卿 IBIP 瞷 iBVia ma 驪 矚攀攀 



• ~~ ^、 話 

題 を 呼んだ 
ポケ コン。 

今 は …… 。 
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肇 マイコン • マウス 



マイクロコンピュータの 略で、 超 小型 コンピュータ のこと を 

意味す る。 マイコン という 言葉 は、 最初 は LS I に 収まった C 
P U のこと を 差して いた 力、'、 現在で は C P U を 使った 超' J 溜の 
コ ン ピュー タ システム (組み込み 製品 を 含む） を 差す 二 と が 多 く 
厳密に は 定義され ていない。 また、 MSX のように 特に 個人で 
使い易い ように 言 £1 十され た マイコン システム を、 パーソナル コ 
ン ピュ一 タ （パソ コン） と 呼ぶ。 ただし これ は 日本 だけの 表現で、 
ァメ リカで は、、 マイクロ" と 呼んで いる。 マイコンの 心臉 部と な 

る c p u は、 ァ メリ 力の ィ ンテ リレ社 へ 日本の ビジ コ ン社が f§j 十 

を 依頼した のが 始ま り。 これ は 4 ビッ 卜の i 4004 と 呼ばれる C 
PU で、 1971 年に 発表され た。 

な W ^飞, む 

•zl' p ^ J 

K ネ X 1 ^ 




I マウス 



ポインティング' デバイスの ひとつ。 この 装置 自体 を 動かす 
： とで、 ®s 上の 座標 を 自由に セッ 卜する ことができる。 形が 
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• マウス 譬 マニュアル 




食 マウス は、 その 姿が ネズミ に似てい るから その 名が ついた, 



ねずみ に似てい る ことから、 この 名前が つけられた。 舌し 暴ない 
い 方 を すれば、 トラック ボール を ひつく り 返した ものと！ 1 、 つて 

いい。 MSX 用と して は、 日本 エレクトロニクスと ヤマハから 
発売され ている。 

國 マニュアル 

いわゆる 取扱説明書 のこと。 コンピュータの 場合に は、 ハー 
ドウ エアの 説明書、 内蔵され た ソフト ゥ ヱ ァの 説明書な ど、 数 
冊が マシンと 同 si される ケースが 多い。 

多くの M S X コンピュータに は 2 種類の マニュ アル 力 M 寸 属す 
る。 ひとつ は その コンピュータの 機械的な 仕様 や 取り扱い 方法、 
«ii 的な 特徴な ど を 記した もの。 ほかの ひとつ は MSX BASIC 
についての 説明、 辞書 的な 使用法 を 前提と した もの だ。 それ 以 
外に 付属す る マニュアルの 多く は、 その マシン 独自の 内蔵 ソフ 
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• マニュアル 




ト についての ものであった り 、 起動 方法の 特別な 手順 を 示した 
りする ものと 考えて よいだろう。 



前者 は ユーザーズ マニュアル、 あるいは ただ 単に 取扱説明書 
と のみ 呼ばれる ものが ほ と に どで あ り 、 後者 は リファレンス マ 
ニュ アルと か 文; という 名称て 件 ばれる ことが 多い。 

ユーザーズ マニュアルに ハ一 ドウ エアの 解説 以外に B AS I C 
の 基礎的な 扱い方 をのせ ている もの も 少なくない。 また、 エラ 
—対策な どに 関する 記述の ある ケース も 増えて いる。 ユーザー 
ズ マニュアルの 内容 は その マシン か' 上級 者 向 き 力、 初心者 向 き 
かで かな り 異な るの 力 《 1^。 それに 対して リファレンス マニュ 
アル は 辞書 ス タ ィ ルの もの 力 《 圧倒的に 多い。 
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> マルチ • ステートメント 秦 マルチ タスク 



國 マルチ • ステー 卜 メン卜 

BAS にで は、 I 行に 複数の 文 を 書く ことができる。 これ を マ 
ルチ • ステートメント という。 

初期の BASIC 搭載 マシンで は、 主記憶 容量の 制約から、 複数 
の 文 を I 行に まとめて、 メモリ を 節約 するとい う 手法が 多く 使 
われた。 し 力、 し、 最近の マシン は 主記憶 容量 も 増えた ため、 マ 
ルチ 'ステート メン トを ことさら メモリ 節約の ための みに 使用 
しなければ ならない という ケース は 少なくな つてき ている。 



I マルチ タスク 



ひとつの コンピュータに、 
同時に 複数の 仕事 を させよ う 
という もの。 CRT を 細かく 分 
割した マルチ ウィンドウ など 
が 有名。 16 ビッ ト CPU を 使つ 
た ビジネス 機な どに も、 多く 
取り 入れられる ようになって 
きた。 



へ ハ 
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攀 メモリ 鲁 モデム 



國 メモリ 

ROM や RAM な ど、 プロ グラム ゃデ一 夕な ど を 記憶す る もの を 
いう。 "^に 『メモリ 容量 は …… 』 などと いった 場合 は、 RAM 
(Random Access Memory) を 意味す る ことが 多い。 詳しく は 
ROM、 RAM の 項 参照の こと。 

國 モデム 

モデム は、 modulator/demodulator (変調/復調） の 頭文字 を 
取った いい 方。 モデム は、 RS- 232C の 信号 を 直接、 電気 的 信 
号に 変え、 その f 言 号をコ ン ピュー タの 1 言 号に 変える こと によつ 
て データの やりとり を 行うよう になって いる。 これ は、 音での 
デー タの やりと り では ないから、 周り の 雑音に よって データ が 
変わって しまう という 二と がない。 また、 電気 的 信号な ので、 
信頼' I 生 も 高く、 高速に データの やりとり 力、' 行える。 し 力、 し、 モ 
デム は 高価で、 あまり ポピュラーな もので はない。 近頃で は、 
モデム 内蔵の 電話機 も 売られて いる 力 5 、 10 万円 前後で、 一般に 
は、 まだ ま だ 高価な ものである。 
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翁 ユー ティ リ ティ プログラム • 予約語 



國 ユーティリティ プログラム 

ュ 一ティ リ ティと いうの は 「有用な」 「役に立つ」 という 意味。 
コンピュータの 扱い を 楽に する プログラム、 たとえば ファイル 
名 を 一覧したり、 ディスク 間で ファイル を コピーしたり といつ 
たよ う な 作業 を、 よ り 能率的に 行う ための プロ グラム を ュ一テ 
ィ リ ティ プログラムと 呼ぶ。 

コンピュータ システムの tt#g の 流れ をよ り 円滑にし、 シス テ 
ムの 扱い をよ りよい ものにする のが この種の プログラムの 目的 c 
これに 対して、 一般的な 事務 処理 や 会計 計算な ど を 行う プ ログ 
ラム を アプリケーション ソフ ト （アプリケーションプログラム） 
と 呼 ぷ。 

國 予約語 

プロ グラム 言語 中で 用いられる 特定の 文字列。 プロ グラム を 

記述す る 場合に は、 その プロ グラム 吾 固有の 意味 を 持つ。 
BAS にの 場合、 コマンド、 ステートメントな ど はすべ て 予約 

語で あるた め、 同様の 文字列 を 使った 変数 名、 配列 名な ど は 許 

されない。 たとえば 「IF」々「RUN」 を 変数と した- 
PRINT IF 

—— など は エラーと なる。 




つま、.^ な：： 一 モ^す 



4» ん y 力 



v 
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參 ライ ト ペン 參 RAM 




ポインティング' デバイスの ひとつ。 CRT を 二の ペンで タツ 
チ する ことで、 座標 を 読み取る ことができる。 MSX では サン ョ 
一力、' 発売 当初 か ら これ を 採用 している。 




き ライ トぺ 

ン でお 給 描 
きをして い 
る 人 も 多い c 



■RAM 

ランダム 'アクセス' メモリ （Random Access Memory) のこ 
と。 ノ わ ソンで は 半導体 メモリの 禾鮮頁 を 指す ことが 多く、 文字 
通り 任意の 場所 を アクセス できる メモリの こと。 ただし、 日本 
語に 直す 場合 は * 書き込み 読み出し 可能 メモリ" とした 方が わ 
か り やすい。 メモ リ に は 通常 ァ ドレスと いう 番号で 指定され る 
記憶 場所が 数万 あ り 、 RAM と は その 任意の 場所 を 選択で き る メ 
モリ だが、 ROM と 違って RAM の 特徴 は 書き込みが でき る と いう 点 
にある。 その代わり、 パソコ ン本 体の 電源 を 切って しまう と メモ 
りの 内容が 消えて しまう。 MSX では、 RAM は BAS にの プログラム 
を 記憶したり、 変数の 内容 を 覚えて おくた めな どに 使われて い 
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•RAM^RUN 

る。 なお、 RAM に対して 書き込みの できない メモリ を ROM 
(Read Only Memory) といい、 、、読み出し 專用 メモリ" と 訳 
す。 




食 ハー ドの 中身って 小さ く て « なんだ よね。 



■RUN 

プロ グラム を 実行す る と きの 命令。 英語で 「RU1N」 と いえば、 
「走れ/」 という 二と になる 力、 まさに そのと おり。 「ルン」 なん 
て 言 売まない ようにね。 「ラン」 です よ。 
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秦 ランダム ファイル 参 LIST 



國 ランダム ファイル 

ランダムと は、 「手当り 次第に」 'という 意味。 ど 二に でも 自由 
に 読み書き できる ファイル （ひとまと まりの データ） を ランダム 
ファイル といい、 読み書き する こ と を ランダム アクセス とい 

う 。 その 構 ii_h、 先頭 か ら 順に 読み書き していく デ一 タレ コ一 
ダゃ クイック ディスク は ランダム ファイルに は あま り 向いて い 
ない。 

二れ に対して、 先頭の デー タ から 順に 読み 書 きする 方式の も 
の を シーケンシャル ファイル という。 




メモリの 中に しまって ある プロ グラム を HS 上に 呼び出す コ 
マンドが 「LIS 丁」。 行 番号で 指定す ると、 なと ころ だけ 画 
に 出す こと もで きる。 また、 M マガ; « 志のう しろの ページに 載 
つてい る プリント ァゥ 卜された プログラム のこと も リス 卜と 呼 

ぶ。 



1000 'MSX いそつ "リ Game 

1010 ' 1985.8 by T AMOR I. 

1020 ' 

1030 DEFINT A-Z 

1040 ON INTEfWA し =50 GOSUB 1200 
1050 GOSUB 5000 ' init 
1060 GOSUB 1200s GOSUB 1200 
1070 INTERVAL ON 
1080 ' 

1 090 'main loop 

1 1 00 FOR BN=3 TO 11 STEP 2 
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'REM 文 #ROM 



■REM 文 (リマーク 文） 

BAS にの 非 実行 文の ひとつ。 文 頭に 『REM』 あるいは、 『'』 
を 入れる こと によって、 それ 以降の 文 は 実行され な く なる。 

プログラムの タイ トル や、 -; 主釈を 入れる ために •( 吏 用され る こ 
とが 多く、 見やす い プログラム を 作る ために は' JZ 凄 不可欠と い 
えよう。 また、 確実に 何も 実行され ない 文 を (行 を） つくる こと 
がで きる ため、 GOTO や GOSUB 文の 飛び 先と して 使われる こと 
も ある。 




1O20 'TEST PROGRAM FOR MSX MAGAZINE 
1030 ' 

1040 ' Aug. 8th 19B5 

1050 * Copyright by ASCII corp. 

1060 ' 木 « 木: C* 木 *«» ま * 束 本 本本 本 零 本木 * 本 零 本本: k 



■ROM 

コンピュータ を 動作させる ために は プログラム や データ を 与 
える' JZ 要が ある 力、 これら を 言 己 憶して おくのが メモリ。 ROM 
(Read Only Memory) は 1 売み 出し 専用 メモリ" のこと で、 M 




鹌 いわゆる 
R M カー 

トリ ッジで 
ある。 
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》ROM 秦 論理 エラ- 



食 こんな ものが 中に 入って るなん てお もしろ いね。 

sx では bask: プロ グラム を 処理す るた めの マシン 語 プロ グラ 
厶が 記憶され ている。 ROM は RAM と 違って、 電源を切って 
も 内容が 消えな し、。 電源を入れ ると すぐにぐ BAS にが 使える の 
はこの ためで ある。 また、 M S X の ソフト カート リ ッジの 中に 
も ROM が 使わ れ 、 簡単 に ゲーム な どが 楽しめる ように な つ 
ている。 

國 論理 エラー 

文法 上の 誤り などで はな く 、 プロ グラ 丄言賵 十の ミスで 生じ 
る、 構造 上の 間違い や 予定 タトの プロ グラム 進行な どに よ る エラ 
—の 総称。 入力' ミズに よつ て 結果 的に 謝 里ェ ラー を 引き起こす 
ケース も 少なくない。 

特に 条件 判断 文での 誤り、 ループの 回数の 間違い、 変数 名 や 
型の 違いな どが 多い。 フローチャート などで、 プログラムの 仕 
様 を 十分に 把握す る こ と 力、' 大切で ある。 
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> ロード • ワーク エリア 



旧ード 



カセット レコーダ や フロッピ一 ディスク な どの 外部 記' 麟 置 

に セーブし ておいた プログラム を、 MS X 内部の メモリに 取り 
込む こと を ロード （Load) するとい う。 MSX は 通常 一度に I 
つの プロ グラムし か 記憶で き ない が、 'これらの 記'^ 置なら テ 
—プゃ ディ スクの ある 限り、 プログラム を 記憶させる ことが で 
きる。 ただし、 プログラム 力 <BAS にか マシン 語 力、、 また BAS にで 
も ァ スキー 形式 か/ <ィ ナ リ 一形 式 かに よって ロー ド する 命令が 
異なる ので、 どの 方法で セーブして あるの か を カセッ ト ハーフ 
や ディ ス クラベルに 書き込んで おいた 方が 口一 ド するとき に 便 
禾 U。 




I ワーク エリア 



BAS にや DISK.BAS に 力 ィ 吏 用す る 領域の こと をい う。 MSX BASI 
C の 場合 は F380 番地から FFFF 番地まで が この エリ ァ。 した 
がって RAM 容量が 32 キロ バイ ト でも、 ユーザ一 が 実際に 使 
える の は （ユーザ一 エリア）、 28 キロ バイ ト 程度と いう こ 
とになる。 ディスク をつな いだ 場合に は、 I 台に つきさら 
に 2 — 3 キロ バイ ト のェ リ ァがヮ 一クェ リアと して 使用 さ 
れる。 , 
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(ァ） 

剛社 2 

アクセス 2 

ASCII 配列 3 

アプリケーション ソフ ト 3 

アナログ 4 

アップ ゾレ社 5 

イン 夕一 フェイス 5 

EDH" キ一 ： 6 

MSX-ENGINE'T7775、MSX- System. S3527 7 

エラ 一メッセージ 8 

LSI 9 

オフコン 9 

音響 力 ブラ 10 

OS - 11 

(力） 

外部 記 驗 置 12 

感熱 プリンタ-"" …- ： • 12 

カーソル キー 13 

キ 一ボー ド 14 

キャラクタ コード 15 

コ マン ド 16 

コント ロール キー 16 

コンパチビリティ 17 

(サ） 
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サブルーチン 18 

シーケンシャル ファイル 18 

JIS 配列 18 

ステップス カルプ チヤ一 方式 19 

シミュレーション .20 

tti 力 装置- 20 

CPU 20 

ステート メン ト 21 

STOP 21 

ス プライ ト 21 

スロッ 卜 22 

セクタ 24 

Z80A 24 

セント ロニ クス社 25 

セーブ 25 

ソフ トウ エア 26 

(夕） 

タツ チキー 27 

： き レク トモ 一 ド"' 21 

ディスク ドライブ- 28 

ディスプレイ 28 

デジタル 29 

データ 30 

データベース 30 

10 キー (テンキー)…' 31 

概キ一 • 31 

トラック 32 



トラック ポール 32 

ドット インパクト 32 

ドット マ トリ ックス 方式 33 

け） 

入力装置- • • 34 

飾 写- 34 

(八） 

ハー ドウ エア 35 

ハ一 ド • コピー 36 

《く ッ テリ' ハ' ックァ ッ プ' 37 

バイ ト 37 

バス , 37 

バグ 38 

8 ビッ ト 38 

VRAM (ビデオ RAM) 39 

プログラム 39 

プロッタ 40 

フロッピーディスク 40 

フロー チヤ一 ト 41 

プリンタ 42 

フ ルス ト ローク キ一 43 

ファイルネーム ' "43 

ファンクションキー 44 

フォー マツ ト 44 

BASIC 45 

ホーム ポジション 45 
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ポ イン ティ ング デバイス 46 

ボケ コン 46 

(マ) 

マイコン 47 

マウス 47 

マニュアル 48 

マルチ • ステート メン ト 50 

4 マルチ タスク 50 

メモリ 51 

モデム 51 

(ャ〕 

ユー ティ リ ティ プログラム 52 

チ約語 52 

(ラト （ヮ） 

ライ 卜 ペン 53 

RAM 53 

RUN 54 

ランダム ファイル 55 

LIST 55 

REM 文 （ リ マーク 文) 56 

ROM 56 

離 エラー 57 

口一 ド 58 

ワーク エリア 58 
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この 辞書の 使い かた 

この 辞書 は、 上' 下巻に^^ れ ていて、 .9 月 号 は 上巻と して 
ビギナー 向け、 10 月 号 は 下巻と して 音楽、 グラフィックス、 二 
ユー メ ディ ァ 関係 ま で、 編集部が ピ ック アップし た 用！^ 解説 
をして います。 ただし、 用語と いっても、 この 辞書 を 棒読みし 
たので は、 すぐ 忘れて しまい、 なんの 役に も 立ちません。 
皆さん 力つ M マガ、 あるい ほほ かの 雑誌 を 読んで、 前後の 文章 
を 理解して こ の 辞典 を 利用す る の 力 * べス ト だと 思います。 そし 
て、 何度でも 使って みるの 力 3 ^ える コッ だとい えます。 それ こ 
そ、 「習うよ り 慣れろ」 という わけてす ね。 
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